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6) 三戸公「装置工業論序説J1957年， 5-7ページ事問。 ただし. 3つのOIJ梶の名称については隼
者叩判析で!第1段階の「撞得行程」を採取過秤に，第3段階の「製作行程Jを)JU土過程に宜え
てある。なお，この節をまとめるにさいしてj 多くの点で三戸公氏の前掲書，第 1. 2章を審考
にさせていただL、た乙と金記しておかねばな勺ない。
7) Schubert， H. R.， Historyザ theBritish Iron ana Steel Industry Iromι 450 B. C， toA 























8) Marx， K.， Das Kapiωム邦訳(青木書屈服， 長谷部文雄訳)， 第1部， 333ペー ジおよび610
6HIへジD
9) Ibid 邦訳，第1部 333ペ シ。ただし!同成過程の労働手段のすべてが「件産の脈管系統1
と特徴づけられるもの CはなL、。助成品但tこ属する 部の産業!たとえば農業I 市産業，華殖業
などでは， r容器Jr装置」とL寸労働手段を保持してし、なし、。ここでは!自然が「砕器」の役
割をはたしているから Cある。





























12) Marx， op. cit，邦訳，第l部， 619-625へジ。
13) 三戸公!前掲書， 33-34ベー シ。














[1)熔鉱炉の基本的性格 熔鉱過程 sroeltingと精錬過程 refiningとL、
う2段階方式によって可鍛鉄をえる，現在のような製鉄方法=間接製鉄法がイ










炉と 1対の送風用ふいごとから成立っていた o ここでの基幹労働者は嬬鉱過程
全体に責任壱負う造塊工 bloomerであり， かれは鉄棒をもって鉱石と木炭を
かき混ぜながら熔鉱作業をおこなった。 さらに 4人の送風工 hlowers がおりや
17) SchLlbert， op. cit.， Introduction， pp. ix-x. 
























18) Ibid.， Chaps. VIII and IX 
19) Marx， op. cit.，邦訳，第1部， 614ベージ。
20) 送風用動力が入力から J~力に移行したのは.13世紀以降! とりわけ14世紀半ば以降のζ とであ
る(Schubert.op cit.， pp. 133-137)ロ
21) lbid.， p.236 また熔鉱炉が成立するプドセスに引、ては，占しあたり中沢護人「鋼の時代」
〈岩波新書)1964年， 36-40ベー ジを事問。
40 (210) 第 99在第2号
ギリス製鉄業へ導入されたのは遅くとも15世紀90年代のことである問。
[2J 嬬鉱炉の発展 さて，熔鉱炉の発展は基本的に 2つの段階にわけら




















推移を表示すると，つぎのグラフのようになる町。 これによってみるに， 1600 
22) Ibid.， pp löl~165 
23) Ashton， op. cit.， Chaps. 1 and II 
24) 大阿円暁男，前掲喬 164-185ページ。
25) Schubert， op. c~t. ， p. 199 
26) Ibia.， pp. 200-2U4 
27) Ibid.， Appendix IV 
イギリスiIit業革命期における製鉄業技術の猪股段階 (211) 41 
1熔鉱炉あたり平均生産量推移〔その1) 年以前にはせいぜい 1 トンの








British Iron and Steel Inゐωtry，1957， Append出 発展の発端をになったサセッ
V より作成。 これは1日あたりの平均生産量を喪
示している。 グスでは， 16世紀中葉から18



















28) Ashton， op. cit.， pp. 9-12 

























29)，30) Ibid.， p. 31; Scrivenor， H.， A Compreh帥"出 Histo叩 01the [-ron T:叩 ie110m the 
E肝 liestRecords to the Preslmt Penud， 1841， ]J. 82;中侃護人，前掲書.51-52ベジ。
31) U. S. Steel CorporatioD， The Mak~'ng， Shaping 側 dTreat2'ng 01 Steel， 1951，邦訳「鉄鋼製
造法J (丸善刊，日本銑銅協全訳)上， 274ペー ジ，中if{護人，前掲茜， 51-"-ージ。
32) 中沢護人!前掲書.63ぺージ。

























33) Schubert， ot. cit.， Appendlx V; Scrivenor， op. c#.， pp. 360-361 もちろんこれに対して
冊外的な場合がなかったわけではない。たとえば， 1716年以降のコールプルックデール製鉄所の


























出 Schubert，ot 叫 p.208. 
35) Ibid.， p.332: Ashton， op. cit， p. 37; Scrivenor， op. cit.， P 82 
36) Schubert， op. cit.， p.333; Ashton， op. cit.， pp. 69-71; :lcrivenor，op. cit.， pp. 89-92 
37) Ashton， op cit.， pp. 28-30， 36-37 
38) 1790年にほ81基のコ タス熔拡炉があったが!このうち 2某を除けはすべて1750年以後に建設
されたものであり，さらに約半数の39某が1780年以後に建設されたものである。他方， 25時的木
炭熔鉱炉のうち 3韮は17印年代に建てられたものであるが，その他はすべてそれ以前のものであ
る (Scrivenor，op. cit， pp. 359-361)。
イギリス産業革命期における製鉄業技術の発展段階 (215) 45 
1燐鉱炉あたり平均生産量推移(その 2) (単位 t ) 
年 |総生産量|熔鉱炉基数|正鵠詰量|議員主品量
1788 53，800 59 912 18 
1796 125，079 124 1，009 20 
1806 243，851 161 1，515 30 
1825 581，367 261 2，227 45 
1828 703，184 277 2，539 51 
1840 1，396，400 402 3，474 69 
1852 2，701，000 497 5，435 109 
1860 3，826，752 582 6，575 132 
1870 5，963，515 664 8，981 180 
1880 7，749，233 567.5 13，655 273 
1) この表は.Meade， R.. Coal and 1帥 lndustries01 ihe U叩 tedKingdom， 1882. Append.ix 
IIより作成。ただし 1825年および1828年は.Scrivenor， op. cit.， p.135による。
2) 1788~年および1796年の基数は総基数を表わしているがa それ以後の基教は騒動基数である。
















39) Scrivenor， opωt.， pp. 131-134， 359-3Gl 


























41) Schubert， op， Git， p.272 
42) おid.，p. 272 

























そのような位置にあったのである o こうして，精錬過程全体はまだ7 ニュフア
43) Ibid.o pp. 282-289. 
44) Ib~d.. pp. 276-280， 421-422 
45) Jbid. pp. 284-286 

























47) 中沢護人，前掲書.63へ ジ。 18世紀前半にはまだ， クス銑鉄は木炭銑識にくらへて硫黄
含有量がはるかに多く!良質の可鍛軟には精錬することができなかった。そのため;コークス銑
故はその用途をもっぱら鋳物部門に限られていた。 18世相中棄の先駆的大製鉄業者であるダ ピ
家1 ウイルキγスン家j ウオ フカ均 京，およぴキヤロソ会社が主としてたずさわつていたのは
この揖物部門である (Asht。凹".0ザPω叫1.，P凹p.34-36ι， 38-5叫
48) AshtoI1， op. cil.， P 90; Scrivenor， op. cit.， p.116 
49) U. S. Steel COTporation， op. cil.，邦訳， 286-287ベジ。






















T では12時間に 1 トンの棒鉄がかろうじて製造されたのに対して，圧延機で
はおなじ時間中に15トンもの棒鉄が製造されえたということに象徴的に表現さ
れている町。
50) Ashton， ot. cit.， pp. 89-90 
51)' Tbid.， pp. 91-92; Scrtvenor， op. 01.， pp. 11'6-118 
52) Ashton， op. cit.， p. 92. 
53) Schubert， op.c:it.， pp. 304-307 
54) Ashton， ot. cit.， pp. 74-75 
55) [，仇d.，p. 93 ; Scrivenor， 0ψ c1f.， pp 120-121 
50 (220) 第9巻第2号
ところで，こうした 2つの点での革新，とりわけ後半の過程への新しい機械
の導入にもかかわらず，精錬過程全体の発展段階は依然としてマニュファグチ
ュアの段階を脱することができなかった。精錬炉・はねハYマ一体系の段階と
おなじように，過程の基幹部分をになうパッドノレ炉の労働手段としての発展段
階は，いまだ手工業用具の段階にあったからである o それ自体としての生産力
の点では， 圧延機ははねハγマーに対比して著しく前進しているとしても，
過程全体のなかではそれははねハγマー がしめたとおなじ位置にあヮたのであ
る。ちなみにいえば，この精錬過程全体が機械制生産の段階に発展し，ここで
も厳密な意味で工場が確立するのは，ペッセマ一法にはじまる新しい製鋼法が
導入される1860年代以降のこ土であ主。
V むすび
産業革命期における製鉄業の技術的変草は，一般に「木炭から石炭への燃料
転換過程Jとして語られている。しかし，この転換過程が製鉄業の労働手段自
体の発展段階と，ひいてはさらに製鉄業経営の内部構造の変化とどのような内
的関連があったのかという問題は深〈追求されず，したがって製鉄業経営の発
展過程におけるマエュプアクチュアと工場との段階区分もあいまいなままでの
こされてきた。これがアジュト y以来の製鉄業発達史研究の状況であった。こ
れに対して，以上では，いわゆる燃料転換と Lサ技術的変辛苦~，ぞれが労働手
段の発展段階とどのような規定関係にあったのかという視点から追求してみた。
その結果，等しく燃料転換といわれてきた変草も，製銑過程と精錬過程とでは
労働手段の発展に対してまったく異なった意義をもっていることがわかった o
そしてさらにそれをとおして，製鉄ー業経営の発展過程においても，マニ 1 フア
グチョアと工場との段階区分を堅持できるこ土がわかったのである。本稿の煮
図していたところは，なによりもこのことである。 (1966.10.29)
